
令和 5 年度 社会福祉法人 宏量福祉会 第三者委員会実施報告 

 

 

日時 令和 6 年５月 14 日（火） 17：00～18：00 

場所 野菊荘 学童室 

出席者：空閑浩人委員、流石智子委員、清水教恵委員 

  （野菊荘）3 名（京都市 DV 相談支援センター）1 名 

  （山ノ内児童館）1 名（常磐野児童館）1 名（ひだまり・ホット・みやこ）1 名 

 

「令和 5 年度、委員への苦情・相談は無し」と流石委員、清水委員、空閑委員より報告 

各機関より報告内容 

〇ひだまり・ホット・みやこ  

 事故 1 件 

 利用者アンケート集計結果 報告 

〇常磐野児童館  

事故報告書 2 件 、ヒヤリハット 3 件 

令和 5 年度京都市常磐野児童館学童クラブ利用者評価アンケート 報告 

2023 年度学童クラブ利用者アンケート 報告 

〇山ノ内児童館  

ヒヤリハット 3 件、苦情 1 件、事故 1 件、避難報告 2 件 

令和 5 年度京都市山ノ内児童館学童クラブ利用者評価アンケート 報告 

〇野菊荘  

ヒヤリハット 3 件、器物破損 1 件、意見箱 4 件 

〇京都市 DV 相談支援センター  

苦情・要望対応 2 件、秘密保持に関するリスク対応報告 1 件、 

その他リスク要因のある対応 4 件、加害者側からの問い合わせ・行動についての対応 1 件 

迷惑行為への対応、苦情・要望対応 1 件 

 

〇全体総評 

・既に対応されていると思うが、問題、対応が複雑化しているため、各機関でも連携協力しても

らえればと思う。 

・対応が難しいことでも、対策を考え前向きにとらえ努力していることが伝わった。問題解決の

ための対策が取られている。 

・毎年 1 年間で多くの報告があるが、些細なことから丁寧に対応していくこと、共有できること、

連携が大切である。組織内で失敗を隠さず、共有、フォローできることが大切である。 
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